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　2019 年の年末に中国武漢に端を発した新型コロナ
ウイルス感染症は瞬く間に世界中に広がり，わが国に
おいても 2020 年 4 月 6 日現在，収束の気配さえ見せて
おりません。この号が出る頃にどうなっているかはわ
かりませんが，「首都封鎖」というような不穏な声も聞
こえてきているところです。
　感染の防止には換気の悪い密封空間・多数が集まる
密集場所・間近で会話や発声をする密接場面という「3
つの密」を避けることが重要とされています。また咳
エチケットなどとともにマスクの着用も推奨されてい
ますが，マスクの有用性については世界的には疑問視
する意見もあり，特にマスクをつける習慣に乏しい欧
米ではインフルエンザが流行する時期でも（病人以外
は）ほとんどマスクを着用しません。WHO も無用な
マスク着用は推奨しない，というようなメッセージを
出しています。
　しかし 1918 年のスペイン風邪パンデミックの際に，
サンフランシスコでは保健委員会委員長のウイリア
ム・ハスラー博士を中心に制定された「マスク着用条
例」が施行され，「公衆の行き来する街頭やすべての公
共の場，もしくはどのような形であれ人々が集会を開
いたり 2 人以上の人が集まる場所に行く者は皆，食事
をするとき以外，バター・クロスあるいは目の細かい
ガーゼのような素材を 4 枚重ねにしたマスクで鼻と口
を覆うこと。ただし，家庭で同室の家族が 2 人だけの
場合はこの限りではない」というような厳しい規定が
設けられました。その結果，インフルエンザ感染者の

みならずジフテリア，麻疹，百日咳の報告数も急激に
減ったと報告されています（アルフレッド・W・クロ
スビー著『史上最悪のインフルエンザ―忘れられたパ
ンデミック』より）。当然当時はディスポタイプのマス
クはなく，布マスク（＋ガーゼ）だったわけですが，
この事例は「無症状感染者も含めて全員がマスクを着
用することで，飛沫感染を減らすことができる（可能
性がある）」ということを示唆します。ご存知のように
新型コロナウイルスにおいても無症状感染者による周
囲への感染波及が問題になっています。したがって自
分を守るためではなく，「自分が無症状感染者である」
という前提で，他人への飛沫感染を防ぐために，再使
用でも良いのでマスク着用を徹底すべきだろうと思い
ます。ただし最近の Nature Medicine の論文（https:⊘⊘
doi.org⊘10.1038⊘s41591⊖020⊖0843⊖2）では，少なくと
もコロナウイルスの飛沫・エアロゾルへの排出に関し
てはサージカルマスクが有用であることが報告されま
したので，今後，海外のガイドラインも変わっていく
かもしれません。
　さて，今月号の『整形・災害外科』で取り上げたテー
マは編集委員の中島康晴先生にご企画いただいた「人
工関節後のスポーツ」です。東京オリンピックが 1 年
延期になって，改めてスポーツが多くの人々の心の支
えになっていることが身に染みてきます。この特集が
皆様の知識のブラッシュアップの一助になれば幸いで
す。
 （田中　栄）
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